






要約:441例を対象にHBV母子感染予防を実施した.193例はS61年以降全国レベルで実施の

現行法に準じて行い.248 例はペプシン処理 HBIG を併用した.両群の HBs 抗原陽性化率は

3.6%と 5.2%であり,また石川県における S60 年以前の治験では 2.9%,S61年以降は 4.4%で,

いずれも両者に有意差なく,現行法は防御率 96.4%で有効に実施されていた.2 6PHA 価以上

の抗体は 6 才以上まで持続する.リコンビナントワクチンの 85%が 2 6 以上であり,今後追

加接種の必要性はないと考えられた. 


